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予
算
な
ど
遠
駆

層

　　

@　

O
両
案
承
認

去
る
五
月
二
十
六
日
の
理
事
会
で
設
置
が
承
認
．

さ
れ
た
「
負
担
金
検
討
委
員
会
」
の
答
申
を
報

告
。
続
い
て
約
4
％
増
の
来
年
度
予
算
案
編
成

の
基
本
方
針
を
説
明
。
承
認
さ
れ
た
。

　
議
案
第
二
号
「
本
会
役
貝
、
評
議
貝
、
事
務

総
局
職
員
及
び
各
種
委
員
会
委
員
の
任
期
に
つ

い
て
意
見
を
求
め
る
件
」

　
若
槻
理
事
長
よ
り
上
程
。
川
島
総
務
部
長
が
、

現
在
の
役
職
員
の
任
期
及
び
、
そ
の
問
題
点
に

つ
き
説
明
。
種
々
の
意
見
が
出
さ
れ
た
後
、
事

務
総
局
職
員
の
任
期
は
、
四
月
一
日
か
ら
三
月

末
日
ま
で
の
二
年
間
と
し
、
そ
れ
以
外
の
役
職

の
方
々
の
任
期
は
、
ル
ン
ビ
ニ
ー
委
員
会
を
除

い
て
評
議
貝
会
か
ら
は
じ
ま
り
二
年
後
の
評
議

貝
会
ま
で
と
す
る
こ
と
等
が
、
確
認
さ
れ
た
。

　
議
案
第
三
号
「
本
会
評
議
員
及
び
各
種
委
員

会
委
員
の
定
数
に
つ
い
て
意
見
を
求
め
る
件
」

　
若
槻
理
事
長
よ
り
上
程
。
川
島
総
務
部
長
が

現
況
と
問
題
点
を
説
明
。
特
に
各
種
委
員
会
の

定
数
に
つ
い
て
十
五
名
以
内
に
統
一
す
る
こ
と

が
承
認
さ
れ
た
。

　
議
案
第
四
号
「
本
会
顧
問
及
び
参
与
の
選
出

基
準
に
つ
い
て
意
見
を
求
め
る
件
」

　
若
槻
理
事
長
よ
り
上
程
。
川
島
総
務
部
長
が
、

顧
問
・
参
与
の
選
出
基
準
に
つ
い
て
事
務
総
局

原
案
を
説
明
。
質
疑
応
答
の
後
、
一
部
修
正
し

て
承
認
さ
れ
た
。

　
議
案
第
五
号
「
医
療
と
宗
教
を
考
え
る
会
紹

介
に
つ
い
て
意
見
を
求
め
る
件
」

　
若
槻
理
事
長
よ
り
上
程
。
川
島
総
務
部
長
及

び
石
川
財
務
部
長
が
「
医
療
と
宗
教
を
考
え
る

会
」
の
活
動
内
容
と
要
望
を
説
明
。
今
後
本
会

は
、
医
療
と
宗
教
に
か
か
わ
る
諸
問
題
に
つ
い

て
切
実
な
関
心
を
も
ち
つ
づ
け
て
い
く
こ
と
を

確
認
し
た
。

　
報
告
事
項
①
ル
ン
ビ
ニ
ー
復
興
日
本
仏
教

徒
委
員
会
に
つ
い
て
②
同
和
委
画
会
に
つ
い
て

③
昭
和
六
＋
三
年
度
税
制
改
正
に
つ
い
て
、
各

部
よ
り
報
告
さ
れ
た
。

…
開
か
れ
た
全
仏
常
務
理
事
会
…

　
全
日
本
仏
教
会
の
常
務
理
事
会
が
、
去
る
十

一
月
十
一
日
午
後
一
時
よ
り
、
京
都
グ
ラ
ン
ド

ホ
テ
ル
に
て
開
催
さ
れ
た
。

　
議
長
に
若
槻
修
道
理
事
長
、
議
事
録
署
名
委

員
に
古
賀
制
二
、
高
野
一
能
の
両
三
を
選
ん
で

議
事
に
入
っ
た
。

　
議
案
第
一
号
「
昭
和
6
3
年
度
予
算
編
成
基
本

方
針
に
つ
い
て
承
認
を
求
め
る
件
」

　
若
槻
理
事
長
よ
り
上
程
。
石
川
財
務
部
長
が
、

鑛
繧
繊
細
難
幽
囚
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
諸
宗
派
参
修
、
長
野
県
望
月
町
で

　
去
る
十
一
月
九
日
、
長
野
県
望
月
町
に
お
い

て
「
望
月
町
被
差
別
戒
名
物
故
者
酒
精
霊
追
追

善
法
要
」
が
厳
修
さ
れ
た
。

　
望
月
町
で
は
、
差
別
戒
名
墓
石
の
調
査
が
昭

望
月
町
で
厳
修
さ
れ
た
追
善
法
要

和
五
十
四
年
か
ら
始
ま
り
、
昭
和
六
十
一
年
十

月
の
調
査
で
は
百
六
十
四
基
が
発
見
さ
れ
て
お

り
、
こ
れ
ら
は
寛
永
二
年
（
一
六
二
五
）
か
ら

明
治
十
九
年
（
一
八
八
六
）
ま
で
の
、
二
六
二

年
間
に
つ
け
ち
れ
た
も
の
と
み
ら
れ
て
い
る
。

　
昭
和
六
十
年
に
発
足
し
た
当
町
の
差
別
戒
名

対
策
委
貝
会
は
、
調
査
や
各
宗
派
へ
の
働
き
か

け
を
行
い
、
昭
和
六
十
二
年
七
月
の
委
員
会
で

は
、
宗
派
、
地
元
寺
院
、
地
元
の
人
々
と
の
協

議
で
次
の
四
つ
の
方
針
を
決
定
し
た
。
そ
れ
は

①
戒
名
の
書
き
替
え
を
行
う
（
地
元
住
職
）
②

古
い
墓
石
は
地
元
三
寺
院
の
境
内
地
に
移
転
す

る
（
町
の
同
和
対
策
事
業
）
③
新
し
い
墓
碑
等

を
建
立
す
る
（
宗
派
負
担
）
の
三
点
と
、
そ
し

て
四
番
目
と
し
て
、
こ
れ
ら
の
事
業
終
了
後
に

追
善
法
要
を
行
う
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
・
こ

の
た
び
事
業
を
無
事
終
了
し
、
こ
の
日
十
一
月

九
日
に
、
よ
う
や
く
追
善
法
要
が
営
ま
れ
る
運

び
と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。

　
こ
の
法
要
の
主
催
は
、
望
月
町
被
差
別
戒
名
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追
善
法
要
を
行
う
寺
院
の
会
で
、
地
元
の
曹
洞

宗
、
真
言
宗
智
山
派
、
天
台
宗
と
上
田
市
の
浄

土
真
宗
本
願
寺
派
、
小
諸
市
の
真
宗
大
谷
派
の

諸
寺
院
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
。

　
法
要
は
、
午
前
と
午
後
に
分
け
ら
れ
、
午
前

中
は
望
月
町
三
か
所
の
寺
院
、
そ
し
て
午
後
に

は
城
光
院
（
曹
洞
宗
）
に
て
全
体
的
な
法
要
と

式
典
が
行
わ
れ
た
。

　
城
光
寺
で
午
後
一
時
か
ら
は
じ
ま
っ
た
法
要

に
は
、
各
宗
派
、
諸
団
体
か
ら
の
来
賓
や
地
元

の
関
係
者
約
二
百
名
が
参
集
。
本
会
か
ら
は
、

神
代
同
和
推
進
部
次
長
と
上
田
社
会
部
次
長
が

出
席
し
た
。
N
H
K
大
阪
の
T
V
取
材
も
入
り
、

堂
内
は
足
の
ふ
み
ば
が
な
い
ほ
ど
人
で
あ
ふ
れ

た
。　
地
元
寺
院
の
僧
侶
に
よ
る
法
要
が
営
ま
れ
る

と
、
会
場
か
ら
は
す
す
り
泣
き
が
も
れ
た
。
晩

秋
の
信
州
、
堂
内
を
吹
き
抜
け
る
風
に
も
冬
の
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宗教法人セミナー
　徳島で、約百名出席

　
　
去
る
＋
一
月
九
日

…
午
後
一
時
よ
り
、
徳

島
県
仏
教
会
主
催
の

　
「
宗
教
法
人
セ
ミ
ナ

ー
1
信
仰
の
自
由
を

守
る
た
め
に
I
」
（
後

援
／
全
日
本
仏
教
会

　
・
山
一
国
警
株
式
会

社
）
が
、
徳
島
市
の

東
急
イ
ン
に
て
、
県

内
各
地
か
ら
約
浮
名

の
出
席
者
を
集
め
て

開
催
さ
れ
た
。

　
渡
慈
秀
徳
島
県
仏

教
会
長
、
石
川
浩
徳

訪
れ
を
告
げ
る
冷
気
が
忍
び
込
み
、
肌
寒
い
本

堂
に
は
長
い
年
月
を
貫
い
た
苦
し
み
悲
し
み
が

沈
澱
し
て
い
る
よ
う
で
あ
っ
た
。
続
い
て
式
典

が
行
わ
れ
た
が
、
あ
い
さ
つ
に
た
っ
た
平
平
寺

住
職
の
勝
山
菖
一
師
は
、
裏
山
等
に
点
在
し
て

い
た
墓
石
を
諸
寺
院
の
境
内
地
に
移
転
さ
せ
、

新
し
い
墓
碑
建
立
を
し
た
旨
説
明
の
後
、
「
責

任
を
持
っ
て
墓
碑
を
守
っ
て
い
き
ま
す
一
と
声

を
つ
ま
ら
せ
た
。
経
過
報
告
や
来
賓
あ
い
さ
つ

に
続
い
て
、
各
宗
派
を
代
表
し
て
、
曹
洞
宗
か

ら
は
横
山
敏
明
財
政
部
長
、
真
言
宗
智
山
派
か

ら
は
小
峰
一
允
教
学
部
長
、
天
台
宗
か
ら
北
角

出
鼻
社
会
部
長
、
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
か
ら
基

幹
運
動
本
部
の
山
内
教
嶺
師
が
そ
れ
ぞ
れ
あ
い

さ
つ
に
た
ち
、
仏
教
者
と
し
て
過
去
の
過
ち
を

謝
罪
す
る
と
と
も
に
、
二
度
と
こ
の
よ
う
な
過

ち
を
犯
さ
な
い
と
い
う
誓
い
を
表
明
し
た
。

　
式
典
は
午
後
三
時
置
閉
会
と
な
っ
た
。

　
　
ら
蚕
一
7
聾
【
「
聾
置
7

四
仏
財
務
部
長
の
あ
い
さ
つ
に
続
い
て
、
山
一

鐙
券
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
室
部
長
の
高
木
正
博
氏

が
「
宗
教
法
人
と
諸
帳
簿
及
び
財
産
の
管
理
」

と
い
う
演
題
で
講
演
。
続
い
て
長
谷
川
正
浩
全

仏
顧
問
弁
護
士
が
、
「
寺
院
経
営
の
問
題
点
と
そ

の
対
応
策
」
に
つ
い
て
講
演
し
た
。

　
高
木
氏
は
、
宗
教
法
人
の
会
計
処
理
と
帳
簿

作
成
が
何
故
必
要
な
の
か
と
い
う
こ
と
を
中
心

に
、
①
宗
教
法
人
の
会
計
と
税
務
、
②
寺
院
の

収
入
・
支
出
、
③
宗
教
法
人
と
関
係
の
深
い
収

益
事
業
、
④
こ
れ
か
ら
の
宗
教
法
人
の
資
金
運

用
の
あ
り
方
、
の
四
つ
の
項
目
に
わ
た
っ
て
説

明
を
し
た
。
ま
た
長
谷
川
師
は
、
新
し
い
税
制

の
動
向
に
つ
い
て
ふ
れ
、
宗
教
法
人
の
公
益
性

と
い
う
こ
と
を
き
ち
ん
と
認
識
し
て
お
く
こ
と

の
必
要
性
を
説
き
、
墓
地
が
課
税
の
対
象
と
な

る
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
と
述
べ

た
。

　
講
演
の
後
、
質
疑
応
答
が
行
わ
れ
、

時
に
閉
会
と
な
っ
た
。

午
後
四

　
仏
教
海
外
協
力
セ
ン
タ
ー
で
は
、
左
記
の

通
り
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
い
た
し
ま
す
の
で
、

ふ
る
っ
て
御
参
目
下
さ
い
。

○
第
二
回
仏
教
海
外
協
力
セ
ミ
ナ
ー

　
日
時
　
昭
和
6
3
年
2
月
8
日
㈲

　
　
　
　
午
後
一
時

　
場
所
　
曹
洞
宗
宗
務
庁
会
議
室

　
講
演
　
「
難
民
問
題
と
人
権
」

　
講
師
　
U
N
H
C
R
（
国
際
連
合
難
民
高

　
　
　
　
等
弁
務
官
事
務
所
）
東
京
事
務
所
長

○
第
三
回
仏
教
海
外
協
力
セ
ミ
ナ
ー

　
日
時
　
昭
和
6
3
年
4
月
4
日
㈲

分
科
会
が
も
た
れ
た
が
、
こ
こ
で
「
各
団
体

の
主
体
性
を
尊
重
し
つ
つ
、
・
相
互
に
情
報
を

交
換
し
、
仏
教
者
の
救
援
活
動
の
活
性
化
を

促
す
よ
う
な
連
絡
調
整
機
関
を
作
る
べ
き
」

と
の
決
議
が
採
択
さ
れ
た
。

　
以
来
、
曹
洞
宗
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
会
（
S
V

A
）
、
全
日
本
仏
教
青
年
会
、
浄
土
宗
東
京

教
区
青
年
会
、
仏
教
救
援
セ
ン
タ
：
（
B
A

C
）
、
臨
済
ア
ジ
ア
・
セ
ン
タ
ー
神
戸
（
R
A

C
）
な
ど
の
海
外
救
援
活
動
を
お
こ
な
っ
て

い
る
諸
団
体
が
、
発
起
人
と
な
り
設
立
準
備

を
続
け
、
去
る
六
月
二
十
六
日
に
築
地
本
願

来
年
二
月
八
日
と
四
月
四
日
開
催

　
　
　
午
後
一
時
　
　
　
　
　
　
、

場
所
　
大
本
山
増
上
寺
大
殿
階
下

講
演
　
「
仏
教
N
G
O
に
期
待
す
る
」

講
師
　
室
晴
東
和
大
学
教
授

　
お
問
合
せ
は
、
仏
教
海
外
協
力
セ
ン
タ
ー

　
事
務
局
（
電
話
〇
三
－
三
四
ニ
ー
六
六
〇

　
五
）
ま
で
。

0
仏
教
海
外
協
カ
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

　
昭
和
六
十
年
十
月
、
第
三
十
二
回
全
日
本

仏
教
徒
会
議
徳
島
大
会
に
お
い
て
「
仏
教
に

お
け
る
海
外
救
援
の
在
り
方
」
の
テ
ー
マ
に

寺
に
お
い
て
設
立
総
会
が
開
催
さ
れ
、
『
仏
教

海
外
協
力
セ
ン
タ
ー
』
が
正
式
に
発
足
す
る

こ
と
に
な
っ
た
。

　
現
在
加
盟
団
体
は
二
十
九
団
体
で
、
理
事

長
は
山
田
一
真
師
（
高
野
山
真
言
宗
金
剛
院

住
職
）
が
就
任
し
て
い
る
。
事
業
と
し
て
は
、

仏
教
に
お
け
る
海
外
協
力
及
び
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
に
関
す
る
教
理
学
的
研
究
や
、
海
外

協
力
活
動
に
関
す
る
広
報
及
び
開
発
教
育
の

推
進
、
会
員
間
の
情
報
交
換
に
よ
り
連
携
を

深
め
る
な
ど
を
会
則
に
盛
り
込
ん
で
い
る
。
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会
場
を
埋
め
て
熱
心
に
研
修
す
る
参
加
の
人
々

京
都
で
百
五

十
命
名
参
加

　
第
七
回
同
和
研
修
会
が
、
去
る
十
月
三
十
・

三
十
一
両
日
、
京
都
の
真
言
宗
智
山
派
宗
・
務
庁

を
会
場
と
し
て
開
催
さ
れ
た
。

　
「
仏
教
徒
の
行
動
－
差
別
か
ら
の
め
ざ
め
一
」

を
テ
ー
マ
に
、
四
十
の
宗
派
、
都
道
府
県
仏
教

会
・
団
体
か
ら
約
百
五
十
名
以
上
が
参
加
し
て

研
修
を
行
っ
た
。
．

　
〈
開
　
会
　
式
〉

　
三
十
日
午
後
一
時
か
ら
の
開
会
式
は
、
大
山

・
同
和
推
進
部
長
の
司
会
で
、
野
口
事
務
総
長
に

よ
る
三
帰
依
文
唱
和
、
挨
拶
、
つ
づ
い
て
吉
井

道
樹
同
宗
連
議
長
（
曹
洞
宗
）
、
北
角
円
澄
同
和

委
員
会
委
員
長
の
挨
拶
が
あ
り
、
お
わ
り
に
、

今
回
会
場
を
提
供
し
て
い
た
だ
い
た
宗
派
を
代

表
し
て
、
高
野
一
能
真
言
宗
智
山
派
宗
務
総
長

か
ら
研
修
会
歓
迎
の
挨
拶
が
行
わ
れ
て
開
会
式

を
終
了
し
た
。

　
次
に
、
中
村
秀
雄
同
和
委
員
会
副
委
員
長
か

ら
、
二
日
間
に
わ
た
る
研
修
会
の
オ
リ
エ
ン
テ

ー
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
た
。

　
〈
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
〉

　
午
後
二
時
四
十
分
よ
り
「
差
別
か
ら
の
め
ざ

め
」
を
テ
ー
マ
に
パ
ネ
ラ
ー
の
、
北
角
円
澄
天

台
宗
社
会
部
長
、
蓮
池
瑞
旭
浄
土
宗
同
和
推
進

事
務
局
参
与
、
寺
沢
尭
運
高
野
山
真
言
宗
同
和

委
員
会
専
門
委
員
、
伊
藤
俊
彦
曹
洞
宗
人
権
擁

護
推
進
本
部
事
務
局
長
、
新
間
智
照
日
蓮
宗
現

代
宗
教
研
究
所
顧
問
、
司
会
の
広
川
智
遵
浄
土

真
宗
本
願
寺
派
基
幹
運
動
本
部
中
央
相
談
貝
に

よ
っ
て
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
た
。

　
冒
頭
広
川
師
は
、
一
、
教
団
と
部
落
差
別
と

い
う
現
実
の
中
で
何
を
学
び
得
た
か
、
二
、
得

た
問
題
に
対
応
し
た
そ
の
具
体
的
施
策
と
は
何

か
、
三
、
部
落
差
別
と
取
り
組
ん
だ
教
団
組
織

の
中
で
如
何
な
る
問
題
が
理
解
で
き
、
且
つ
そ

…
学
習
会
の
小
林
弘
侑
講
師
…

れ
に
よ
っ
て
得
て
き
た
成
果
と
は
何
か
、
四
、

部
落
差
別
を
生
み
さ
さ
え
る
仕
組
み
の
中
で
例

え
ば
、
組
織
構
造
に
つ
い
て
、
身
分
意
識
に
つ

い
て
、
教
学
的
立
場
で
問
題
に
な
る
の
は
何
か
、

五
、
教
団
の
中
に
お
い
て
部
落
差
別
に
つ
な
が

る
関
連
に
つ
い
て
理
解
度
を
問
う
、
六
、
今
後

こ
れ
ら
の
課
題
に
つ
い
て
如
何
に
迫
り
得
る
か

そ
の
見
通
し
、
と
い
う
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ

ョ
ン
の
主
旨
を
説
明
し
た
。

　
最
初
に
北
角
師
は
、
「
部
落
差
別
を
生
み
助

一4一
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灘
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置
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難

蘭

　
　
　
　
灘
．
灘
．

　
・
、
犠
、

聖
遷
、

懸
熈
、

灘
突恐

…
糧

雛

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
パ
ネ
ラ
ー
た
ち

’
濡

－
濫曜”

博

ノ　／鞭

長
し
て
き
た
仕
組
み
の
な
か
で
」

と
い
う
テ
ー
マ
で
発
表
。
天
台
宗

の
歴
史
の
上
か
ら
の
組
織
構
造
の

特
色
と
そ
の
中
に
あ
る
差
別
性
を

明
確
に
し
、
ま
た
教
学
的
立
場
か

ら
「
業
」
論
、
女
人
禁
制
等
の
問

題
に
触
れ
、
こ
れ
ら
を
十
分
に
考

察
し
て
、
積
極
的
に
差
別
の
な
い

社
会
を
め
ざ
し
て
い
く
と
結
ん
だ
。

　
続
い
て
蓮
池
師
は
、
今
日
ま
で

の
同
和
推
進
の
取
り
組
み
の
経
過

を
報
告
す
る
と
と
も
に
、
教
団
内

で
差
別
意
識
が
温
存
さ
れ
て
い
る

要
因
に
つ
い
て
、
幕
藩
体
制
下
か
ら
歴
史
的
に

そ
の
視
点
を
明
ら
か
に
し
、
ま
た
、
「
業
」
、
「
因

果
」
、
「
浄
・
機
」
を
め
ぐ
る
問
題
の
思
想
的
背

景
に
つ
い
て
論
じ
た
。

　
ま
た
、
寺
沢
、
伊
藤
、
新
間
の
各
自
か
ら
は
、

そ
れ
ぞ
れ
教
団
の
体
質
、
取
り
組
み
状
況
、
今

後
の
展
望
な
ど
に
つ
き
報
告
さ
れ
、
こ
の
後
、

約
一
時
間
に
わ
た
り
、
平
和
の
問
題
、
靖
国
問

題
、
差
別
戒
（
法
）
名
の
問
題
等
に
つ
い
て
、

参
加
者
と
パ
ネ
ラ
ー
と
の
間
で
活
発
な
質
疑
応

答
が
行
わ
れ
た
。

　
〈
分
散
会
〉

　
午
後
七
時
か
ら
、
参
加
者
は
約
三
十
名
ず
つ

、
雛
p

口■≧■■■喩薦轟骸、舞劔。禰』
参加者約30名ずつ5つに分かれての分散会

五
つ
に
分
か
れ
て
分
散

会
を
開
始
し
た
。
各
分

散
会
と
も
パ
ネ
ル
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
受
け

て
二
時
間
に
わ
た
っ
て

意
見
を
交
換
。
午
後
九

時
半
、
第
一
日
目
の
日

程
を
終
了
し
た
。

　
〈
学
習
会
〉

　
三
十
一
日
午
前
八
時

か
ら
、
小
林
弘
願
真
言

宗
御
室
派
総
務
課
長
を

講
師
に
む
か
え
て
「
部

落
解
放
基
本
法
と
は
な

に
か
」
と
題
し
た
学
習

会
を
行
っ
た
。
　
「
同
対

審
」
答
申
の
内
容
か
ら

は
じ
ま
り
、
　
「
同
和
対

策
事
業
特
別
措
置
法
」
、

「
地
域
改
善
対
策
特
別

措
置
法
」
の
説
明
。
更

「
　
’
　
二

に
、
そ
れ
ら
の
不
足
を
補
い
、
部
落
差
別
の
根

本
的
解
決
を
計
る
た
め
に
制
定
要
求
が
展
開
さ

れ
た
「
部
落
解
放
基
本
法
」
の
骨
組
み
、
基
本

法
と
し
て
の
性
格
等
に
つ
い
て
解
説
し
た
。

　
（
全
体
会
議
〉

　
午
前
九
時
半
か
ら
、
近
藤
覚
玄
全
仏
同
和
委

員
の
司
会
で
、
初
め
に
各
分
散
会
の
報
告
が
行

わ
れ
、
引
き
続
き
、
全
体
会
議
と
し
て
参
加
者

と
パ
ネ
ラ
ー
と
の
間
に
質
疑
応
答
が
く
り
広
げ

ら
れ
た
。

　
最
後
に
、
鷲
山
諦
住
全
仏
同
和
委
員
が
差
別

は
人
間
の
い
の
ち
の
懸
盤
で
あ
る
、
人
間
が
人

間
に
め
ざ
め
る
こ
と
こ
そ
（
我
々
宗
教
者
の
つ

と
め
で
あ
る
と
、
全
体
の
ま
と
め
を
行
っ
て
、

研
修
会
の
日
程
を
終
了
し
た
。

　側
目

胃寺院用
浅草通り五議会加盟店

9
」
7
垂
・
；
1
5
1
」
7

漱鍬1
東京都台東区寿2－10－9（地下鉄田原町駅前）

電話代表（841）4965
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回答・全町顧問弁護士

正浩長谷川

（
質
問
）

　
最
近
の
新
聞
を
み
て
い
ま
す
と
、
新
型
間

接
税
が
設
け
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
で
す
が
、

寺
院
も
そ
の
対
象
に
な
る
の
で
し
ょ
う
か
。

寺
院
関
係
者
と
し
て
は
ど
の
よ
う
に
対
処
し

た
ら
よ
ろ
し
い
で
し
ょ
う
か
。
漠
然
と
し
た

質
問
で
恐
縮
で
す
が
お
教
え
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
東
京
都
H
寺
住
職
）

（
回
答
）

　
中
曽
根
前
首
相
が
導
入
し
な
い
と
公
約
し

た
大
型
間
接
税
や
廃
案
と
な
っ
た
売
上
税
に

対
し
て
、
こ
れ
と
は
異
な
っ
た
間
接
税
が
現

在
模
索
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
が
、
新
型
間

接
税
と
い
う
の
は
、
こ
の
模
索
中
の
間
接
税

を
指
し
て
い
る
よ
う
で
す
。
間
接
税
と
い
う

　　　　　　　●　●　●　●　　　　　　●　・　●　■　　　　●　　・　●　　　o　●　●　●　　●　●　●9　●　■　●o　o　O　o　●o　瞭●O

の
は
財
政
学
上
の
消
費
税
の
こ
と
を
い
い
、

広
義
で
は
こ
れ
に
流
通
税
を
加
え
た
も
の
を

指
す
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
消
費
税
と
い
う
の

は
「
貨
幣
を
支
出
し
て
商
品
ま
た
は
サ
：
ビ

ス
を
購
入
・
消
費
す
る
と
い
う
事
実
に
着
目

し
て
課
税
す
る
税
金
」
で
す
。

　
と
こ
ろ
で
、
宗
教
法
人
本
来
の
活
動
か
ら

入
る
収
益
が
こ
の
新
型
間
接
税
の
対
象
と
な

る
か
ど
う
か
が
御
質
問
の
趣
旨
で
あ
る
と
思

い
ま
す
。
新
型
間
接
税
が
右
の
よ
う
な
消
費

税
の
一
種
で
あ
る
限
り
そ
の
対
象
に
は
な
り

ま
せ
ん
。
即
ち
、
宗
教
法
人
本
来
の
活
動
か

ら
入
る
収
益
と
は
、
寄
付
収
入
、
布
施
収
入

が
大
半
で
す
が
、
こ
れ
ら
の
収
入
は
「
貨
幣

…………

の
結
果
か
、
も
し
く
は
所
有
権
の
放
棄
と
無

主
物
先
占
で
あ
る
と
説
明
さ
れ
ま
す
。
施
主

が
所
有
権
を
放
棄
し
た
も
の
を
、
お
寺
（
乃

至
は
僧
侶
）
が
所
有
の
意
思
で
も
っ
て
こ
れ

を
所
持
す
る
こ
と
に
よ
り
お
寺
（
乃
至
は
僧

侶
）
が
所
有
権
を
取
得
す
る
と
い
う
わ
け
で

す
。
で
す
か
ら
、
こ
れ
も
商
品
や
サ
ー
ビ
ス

を
購
入
し
た
り
消
費
し
た
り
と
い
う
消
費
税

の
対
象
と
な
り
編
ま
せ
ん
。

　
と
こ
ろ
で
ど
う
で
し
ょ
う
か
。
布
施
す
る

と
き
の
施
主
は
布
施
行
為
が
宗
教
行
為
で
あ

る
と
い
う
自
覚
を
も
っ
て
行
っ
て
い
る
で
し

ょ
う
か
。
い
う
ま
で
も
な
く
布
施
は
菩
薩
の

実
践
す
べ
き
徳
目
（
六
波
羅
蜜
）
の
ひ
と
つ

新
型
関
接
税
と
寺
院
収
益
…

を
支
出
し
て
商
品
ま
た
は
サ
ー
ビ
ス
を
購
入

．
消
費
す
る
し
と
い
う
こ
と
と
は
無
関
係
だ

か
ら
で
す
。
寄
付
契
約
は
法
律
上
無
償
契
約

で
あ
る
と
説
明
さ
れ
ま
す
。
無
償
契
約
と
は

契
約
の
当
事
者
が
お
互
い
に
対
価
的
意
義
を

有
す
る
経
済
的
負
担
を
伴
わ
な
い
契
約
の
こ

と
で
す
。
お
寺
に
寄
付
す
る
施
主
は
経
済
的

負
担
を
負
い
ま
す
が
お
寺
の
方
は
何
ら
の
出

損
を
要
し
ま
せ
ん
。
従
っ
て
商
品
や
サ
ー
ビ

ス
を
購
入
し
た
り
消
費
し
た
り
と
い
う
消
費

税
の
対
象
と
は
な
り
得
な
い
の
で
す
。
布
施

収
入
も
寄
付
収
入
と
同
様
で
す
。
布
施
を
う

け
る
と
い
う
こ
と
は
、
法
律
上
は
寄
付
契
約

で
財
施
、
法
施
、
無
畏
施
に
分
れ
ま
す
。
布

施
収
入
は
施
主
の
財
施
と
い
う
宗
教
活
動
の

結
果
で
す
。
し
か
し
現
実
は
、
お
経
料
と
か
、

葬
式
代
と
か
、
塔
婆
料
と
か
呼
ば
れ
て
い
る

よ
う
に
、
僧
侶
に
読
経
を
し
て
も
ら
う
か
ら

出
す
の
が
お
経
料
、
葬
儀
を
執
行
し
て
も
ら

う
か
ら
出
す
の
が
葬
儀
代
、
塔
婆
を
建
て
る

と
き
に
払
う
の
が
塔
婆
料
と
考
え
ら
れ
て
は

い
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
ん
な
と
き
、
こ
れ

ら
財
施
が
宗
教
活
動
で
あ
る
と
い
っ
て
施
主

に
説
い
て
き
た
僧
侶
は
、
残
念
な
が
ら
多
い

と
は
い
え
ま
せ
ん
。
そ
の
結
果
、
布
施
は
布

施
行
と
い
う
宗
教
行
為
だ
と
い
う
意
識
か
ら

離
れ
て
、
僧
侶
や
寺
院
の
宗
教
的
サ
ー
ビ
ス

に
対
す
る
対
価
で
あ
る
と
一
般
に
意
識
さ
れ

て
し
ま
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
こ
れ
が
一

般
人
の
常
識
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
を
、

私
共
は
大
い
に
反
省
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
ゆ

で
す
か
ら
、
前
述
の
よ
う
に
理
論
的
に
寄
付

収
入
、
布
施
収
入
は
消
費
税
（
間
接
税
）
の

対
象
に
な
ら
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
布
施

が
、
観
光
業
者
の
収
入
や
、
塾
の
月
謝
と
ど

こ
か
違
う
か
と
一
般
世
論
は
い
う
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
そ
う
い
っ
た
時
、
私
共
は
ど
の
よ

う
に
対
処
し
た
ら
良
い
か
、
短
時
間
で
理
解

し
て
も
ら
う
こ
と
は
困
難
で
し
ょ
う
。
こ
と

税
金
問
題
は
理
論
だ
け
で
解
決
す
る
こ
と
は

む
ず
か
し
く
、
世
論
に
支
持
さ
れ
る
こ
と
が

必
要
で
す
。
日
頃
の
布
教
活
動
が
こ
の
点
か

ら
も
大
切
で
あ
ろ
う
か
と
思
う
次
第
で
す
。
「

…
　
長
谷
川
先
生
編
著
に
よ
る
『
お
寺
と
　
…

…
税
務
調
査
－
信
仰
の
自
由
を
守
る
た
め
　
…

…
に
』
（
文
化
書
院
刊
・
定
価
千
八
百
円
）
…

…
が
好
評
発
売
中
で
す
。
こ
の
本
に
関
す
…

…
る
お
問
合
せ
等
は
、
本
会
財
務
部
ま
で
　
…

…
ど
う
ぞ
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
”

…
　
な
お
、
本
会
で
は
、
毎
月
第
二
・
第
　
…

…
四
木
曜
日
午
後
一
時
か
ら
四
時
ま
で
、
　
…

…
長
谷
川
先
生
に
よ
る
「
法
律
無
料
相
談
　
…

…
室
」
を
開
設
し
て
い
ま
す
の
で
、
お
気
　
…

…
軽
に
ど
う
ぞ
。
ま
た
、
本
覧
「
法
律
相
…

…
談
室
」
に
ご
質
問
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
…

…
本
会
社
会
部
宛
お
送
り
下
さ
い
。
　
　
　
…
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浄
土
真
宗
本
願
寺
派
で
は
、
大
正
十
一
年

三
月
全
国
水
平
社
の
発
足
に
と
も
な
い
、
東

西
本
願
寺
に
対
す
る
決
議
文
が
出
さ
れ
る
に

及
び
、
大
正
十
三
年
十
月
「
親
鶯
聖
人
の
教

義
に
基
づ
き
専
ら
人
間
相
愛
の
精
神
を
普
及

し
、
社
会
の
安
寧
と
文
化
の
向
上
を
図
る
」

こ
と
を
目
的
と
し
て
、
西
本
願
寺
一
如
会
が

設
立
さ
れ
た
の
が
、
宗
門
と
し
て
の
「
部
落

問
題
」
へ
の
取
り
組
み
の
始
ま
り
で
あ
り
ま

す
。　
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
運
動
は
部
落
差
別

の
原
因
を
旧
来
の
因
襲
と

と
ら
え
、
宗
教
的
幟
悔
と
　
　
　
。
。

反
省
運
動
と
し
て
展
開
さ

れ
る
に
と
ど
ま
り
、
い
わ

ゆ
る
観
念
的
な
融
和
運
動

の
域
を
出
る
に
至
り
ま
せ

ん
で
し
た
。

　
浄
土
真
宗
は
親
鷺
聖
人

の
お
示
し
下
さ
っ
た
、
如

来
の
大
悲
に
つ
つ
ま
れ
て
、

の
中
に
も
、
お
互
い
の
生
命
を
支
え
あ
い
、

仏
の
限
り
な
い
救
済
を
信
じ
て
生
き
ぬ
く
力

と
な
り
得
た
こ
と
も
事
実
で
あ
り
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
一
方
に
お
い
て
宗
門
は
、
従
来

の
民
衆
的
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
喪
失
し
た
ば
か
り

か
、
幕
藩
権
力
に
奉
仕
し
、
さ
ら
に
は
封
建

教
学
を
ひ
ろ
め
、
封
建
身
分
制
度
を
支
え
る

差
別
者
の
役
割
り
を
は
た
し
て
き
ま
し
た
。

　
当
然
そ
の
責
任
と
課
題
を
、
更
に
は
差
別

の
苦
悩
を
自
ら
の
宗
教
的
基
盤
と
し
て
負
う

べ
き
は
当
然
で
あ
り
ま
す
。

懸
難
難
難
羅
雛
懸
灘

　
　
　
「
部
落
解
放
基
本
法
」
の
制
定
を
求
め
て

人
間
相
互
の
信

頼
を
確
立
し
た
御
同
朋
・
御
同
行
の
教
団
で

あ
り
、
「
一
切
の
有
情
は
皆
も
っ
て
世
々
生
々

の
父
母
兄
弟
な
り
」
と
、
共
に
支
え
あ
い
励

ま
し
あ
い
た
だ
し
あ
っ
て
、
生
か
さ
れ
て
い

く
と
こ
ろ
の
、
“
い
の
ち
”
の
尊
さ
に
め
ざ
め

る
こ
と
を
、
わ
が
生
き
方
と
す
る
人
び
と
の

宗
門
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
立
教
開
宗
（
元
仁
元
年
一
二
二
四
年
）
以

来
、
八
百
年
近
い
歴
史
の
中
で
、
現
実
に
被

差
別
民
衆
の
大
半
を
門
信
徒
と
し
、
そ
の
み

教
え
は
、
そ
れ
ら
の
人
び
と
に
抑
圧
と
差
別

浄
土
真
宗
本
願
寺
派
基
幹

運
動
本
部
中
央
相
談
員

　
こ
の
こ
と
を
真
摯
に
受
け
と
め
る
と
き
、

同
朋
教
団
を
表
明
し
な
が
ら
も
、
伝
統
の
権

威
や
世
俗
の
権
力
に
迎
合
し
、
教
学
理
念
も

政
治
的
感
覚
に
よ
っ
て
動
か
さ
れ
、
苦
悩
す

る
民
衆
に
対
し
現
世
に
お
け
る
服
従
を
忍
耐

に
よ
る
“
あ
き
ら
め
”
を
教
え
、
ひ
た
す
ら

来
世
で
の
救
済
を
説
く
に
お
わ
っ
て
い
ま
し

た
。
今
日
、
宗
門
あ
げ
て
深
き
反
省
と
臓
悔

の
上
に
、
み
教
え
の
根
源
に
た
ち
か
え
り
、

宗
門
及
び
宗
門
人
の
体
質
を
改
め
る
と
と
も

に
、
人
類
の
課
題
を
自
ら
の
も
の
と
し
て
、

積
極
的
に
か
か
わ
っ
て
ゆ
く
姿
勢
め
形
成
に

　
つ
と
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
　
そ
の
こ
と
か
ら
も
宗
門
は
、
昭
和
四
十
六

　
年
、
部
落
問
題
へ
の
積
極
的
な
か
か
わ
り
を
、

　
宗
門
の
基
幹
と
な
る
同
朋
運
動
と
位
置
づ
け
、

組
織
・
体
制
・
教
学
・
教
化
の
全
面
的
な
見

　
直
し
と
点
検
を
お
こ
な
う
と
共
に
、
部
落
問

題
解
決
へ
の
宗
門
ぐ
る
み
の
取
り
組
み
を
展

　
開
す
る
に
至
り
ま
し
た
。

　
　
そ
し
て
、
重
点
を
「
同
和
対
策
審
議
会
答

申
」
の
完
全
実
施
、
更
に
は
「
部
落
解
放
基

本
法
」
の
制
定
を
求
め
る
国
民
運
動
へ
の
取

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
組
み
で
あ
り
ま

。
。
　
　
　
　
　
　
　
　
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
基
本
法
」
に

　
。
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
き
ま
し
て
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
昭
和
六
十
年
五
月
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
央
実
行
委
貝
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
が
発
足
し
て
い
く

広
川
　
智
遵
　
な
か
で
、
同
六
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
は
、
宗
門
の
門

主
が
中
央
実
行
委
宴
会
の
会
長
に
就
任
す
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
、
宗
門
で
は
全
機
関
・
組
織
を
あ

げ
て
「
基
本
法
」
の
学
習
に
取
り
組
む
こ
と

と
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
実
践
の
一
歩
と
し

て
賛
同
署
名
活
動
を
展
開
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

　
そ
の
中
で
、
ま
ず
い
の
ち
の
あ
り
方
を
深

く
見
つ
め
、
い
の
ち
の
尊
さ
を
う
っ
た
え
て

　
い
る
宗
教
者
や
宗
教
教
団
に
と
っ
て
部
落
問

題
は
、
わ
が
生
き
方
、
わ
が
宗
門
の
真
価
を

問
わ
れ
る
重
要
な
課
題
で
あ
り
ま
す
。
そ
し

て
、
同
じ
道
を
歩
も
う
と
す
る
人
び
と
と
手

を
携
え
て
努
力
す
る
こ
と
、
及
び
自
分
自
身

が
つ
く
り
か
え
ら
れ
、
人
び
と
の
苦
し
み
に

共
感
し
、
積
極
的
に
社
会
に
か
か
わ
っ
て
い

く
実
践
と
し
て
取
り
組
む
こ
と
で
あ
り
ま
す
℃

　
そ
の
上
で
、
「
基
本
法
」
の
制
定
は
、
ω
部

落
問
題
の
根
本
的
解
決
を
速
や
か
に
実
現
す

る
。
そ
し
て
そ
の
こ
と
を
通
し
て
、
②
差
別

な
き
民
主
社
会
の
発
展
に
寄
与
す
る
。
鋤
日

本
国
憲
法
に
よ
っ
て
保
障
さ
れ
た
基
本
的
人

権
の
擁
護
と
い
う
理
念
を
具
体
化
す
る
。
ω

国
際
的
な
人
権
尊
重
・
差
別
撤
廃
の
取
り
組

み
に
連
帯
す
る
一
と
い
う
願
い
を
も
っ
て
、

「
部
落
解
放
基
本
法
」
の
制
定
を
求
め
て
い

ま
す
。

　
今
日
ま
で
の
国
民
運
動
の
展
開
に
よ
っ
て
、

現
在
宗
門
で
は
署
名
活
動
の
取
り
組
み
の
結

果
、
九
五
五
、
二
七
六
人
（
三
月
末
現
在
）

の
賛
同
署
名
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

府
県
段
階
の
実
行
委
員
会
に
お
い
て
宗
門
人

（
僧
侶
）
が
会
長
に
就
任
し
て
い
る
の
は
、

福
井
・
岐
阜
・
島
根
・
佐
賀
・
熊
本
・
宮
崎

・
鹿
児
島
の
各
県
で
あ
り
、
副
会
長
に
は
愛

知
・
滋
賀
・
京
都
・
広
島
・
長
崎
の
各
県
で

あ
り
ま
す
。
私
た
ち
宗
門
の
基
幹
運
動
は
、

「
御
同
朋
の
社
会
を
め
ざ
し
て
」
の
目
標
の

も
と
、
親
鶯
聖
人
に
学
び
、
わ
た
し
と
教
団

の
体
質
を
改
め
、
差
別
を
は
じ
め
と
す
る
社

会
の
問
題
に
積
極
的
に
取
り
組
む
と
共
に
、

ご
門
主
を
中
心
に
宗
門
あ
げ
て
「
部
落
解
放

基
本
法
」
の
制
定
に
む
け
て
、
運
動
を
盛
り

あ
げ
て
い
く
所
存
で
あ
り
ま
す
。
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r

こ

来
秋
九
月
開
催
へ

全日本仏教徒（岐阜）大会

驚欝隅肉一
讐
諦
罪
．
遜
再
、

騨
気
駕
趣
輔

溝
　
　
“
　
　
　
く
際
轟

馨
遙
き
髪
奪

響
裂
熱

卓
罵　蓼

始
動

擁
創き

　
　
蜘

　
岐
阜
県
仏
教
会
（
会
長
・
加
納
博
司
師
）
と

本
会
の
共
催
に
よ
る
第
三
十
三
回
全
日
本
仏
教

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
監

美
璽
9
獲
局
四
白
至
ミ
舅

　
九
日
　
宗
教
法
人
セ
ミ
ナ
ー
（
徳
島
）

　
　
　
　
望
月
町
差
別
戒
名
追
善
法
要
出
席

　
十
日

＋
一
日

＋
二
日

士
二
日

＋
四
日

＋
五
日

十十
七六
日日

全
日
仏
婦
大
会
参
列

局
内
会
議

会
長
・
副
会
長
推
戴
委
貝
会

常
務
理
事
会

宗
教
サ
ミ
ッ
ト
運
営
委
員
会
出
席

記
念
誌
編
集
委
員
会

W
F
B
Y
白
鳳

念
法
真
教
支
院
入
仏
落
慶
法
要
出

席
（
大
東
市
）

記
念
誌
編
集
委
貝
会

差
別
事
件
中
央
集
会
（
社
会
党
本

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　一　　　騨　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　噸　　一　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　曽　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　騨　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　冒　　一　　噂　　　　　　　　　　　　　　一　　　　雪　　　　一　　　　　　　　　　　　　一　　　一　　　一　　　　　　　　　　　　一　　　一　　　需　　　　　　　　　　一　　申　　冒　　　　　　　　　■　　　瞬　　　雪　　　　　　　　囎　　　一　　　一　　　　　　一　　　一　　　一　　　　　一　　　一　　　一　　　　開　　　一　　　一　　儘　　　一　　　一　一　　　一　　　一一　　　一　　　一

斗
（
岐
阜
）
大
会
か
、
「
二
十
一
世
紀
は
こ
こ

ろ
の
時
代
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
来
年
九
月
に

岐
阜
市
を
メ
イ
ン
会
場
と
し
て
開
催
さ
れ
る
。

　
岐
阜
市
長
良
川
畔
で
は
、
来
年
七
月
か
ら
九

月
ま
で
の
七
十
三
日
間
に
わ
た
っ
て
「
未
来
博

88

i
正
式
名
称
一
ぎ
ふ
中
部
未
来
博
覧
会
）
」
が

開
催
さ
れ
る
が
、
仏
教
徒
大
会
が
、
こ
の
未
来

博
の
協
賛
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
催
さ
れ
る
と
い
う
こ

と
も
あ
り
、
岐
阜
県
仏
教
会
と
し
て
は
一
万
人

を
越
え
る
動
員
を
み
こ
ん
で
い
る
。

　
そ
の
岐
阜
に
お
け
る
仏
教
徒
大
会
に
つ
い
て

の
、
岐
阜
県
仏
教
会
と
本
会
の
第
一
回
目
の
打

ち
合
わ
せ
会
か
、
去
る
十
一
月
十
八
日
、
岐
阜

グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
に
お
い
て
お
こ
な
わ
れ
た
。

　
大
会
の
具
体
的
な
日
程
等
は
決
定
し
だ
い
、

ま
た
開
催
ま
で
の
動
向
に
つ
い
て
も
、
全
町
誌

上
に
お
い
て
遂
次
紹
介
す
る
予
定
で
あ
る
。

　
〔
写
真
は
第
一
回
打
ち
合
わ
せ
会
〕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
塾
置
「
妻
9
已
【
7
」
【
■
奮

十
八
B

十
九
日

　
二
十
日

二
＋
一
日

二
十
二
日

二
十
四
日

二
十
六
日

二
十
七
日

置
）
出
席

局
内
会
議

岐
阜
県
仏
訪
問

懸
仏
事
務
担
当
者
連
絡
委
員
会

部
落
解
放
基
礎
講
座
出
席

記
念
誌
編
集
委
貝
回

川
田
聖
見
真
言
宗
豊
山
派
元
管
長

本
葬
儀
参
列

念
法
真
教
支
院
入
仏
落
慶
法
要
出

席
（
広
島
）

信
教
の
自
由
に
関
す
る
委
貝
会

記
念
誌
編
集
委
員
会

U
J
B
会
議

局
内
会
議

寺
院
落
慶
式
出
席
（
マ
レ
ー
シ
ア
）

属
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●株価チャートをご覧いただけま丸

●ご家庭で株式の売買注文ができます』

ご利用時間　朝7：00～翌朝1：00
（日曜・祝祭日および第2・3土■日はご利用になれません。）

楽平日8：00～18：00楽土曜（第2・3を除く）8：00－14：00

「サンライン」専用お問合わせ電話（通話料金無料》

餐（局番なし）0120－001234

お近くの山一謹券でもお問合わせ・お申込みを承りま丸

お気軽にご相談ください。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
q
、
、
．

株
式
情
報
生
白
懸
。

　　

@　

@　

@　

墲
ｪ
家
ズ
翻
翻
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
撫

　
メ

騨
オ

謹

V

隔

　
　
　
　
　
　
　
　
　
嬬

購
鑑
譲
、
．
礁

　
　
　
聾
ひ
　
　
　
　
　
　
　
滋

　
、

　
　
　
　
　
　
　
　
島
　
　
、
＾

　
　
　
　
越
髪
耐
μ
　
　
　
≧

　
　
　
　
ゑ
を
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
モ
　
ニ
ボ

　
　
　
　
　
　
　
　
燗
“
燭
》

麗
㎝
間
と
身
淺
灘

墜
ぎ
　
，
く
事
竈
導
穗

遵　醐轡’

濫撰議、
　　：鋪饗・呂　’
鵠腫1垢　．　　　　　りり　・

昭
和
六
十
二
年
十
二
月
一
日
発
行

　
　
　
　
　
　
　
一
月
口
　
　
、
＝
＝

珂
口

”一誰券
〒104東京都中央区八重洲2の4の1
魯（03）276－3181（代表）

発
行
入
　
野
　
口
　
善
　
雄
　
　
発
行
所
　
財
団
法
人
　
　
全
　
日
　
本
　
仏
　
教
　
会

〒
一
〇
五

パソコンでリアルタイムの証券情報や売買注文を。
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